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図５－６ 個体 1501 における 2015 年 9 月の測位地点とコアエリア 

 

図５－７ 個体 1501 における 2015 年 10 月の測位地点とコアエリア 
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図５－８ 個体 1501 における 2015 年 11 月の測位地点とコアエリア 
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・個体 1502 

 湿原の利用は 5 月から上昇傾向を示し 8 月に最も高くなった（図５－９）。GPS 首輪を装

着した 5 月は林内を中心に利用していた（図５－１０）。6 月と 7 月では湿原周辺の利用も

多く確認された（図５－１１、図５－１２）、8 月のコアエリアは多くが湿原及びその周辺

に集中していた（図５－１３）。9 月および 11 月は林縁にコアエリアが形成されたが、湿原

の利用は少なかった（図５－１４、図５－１５）。11 月になると再び湿原の利用が増え、コ

アエリアに湿原も含まれた（図５－１６）。 

 

 

図５－９  個体 1502 における尾瀬ヶ原での環境利用割合 
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図５－１０ 個体 1502 における 2015 年 5 月の測位地点 

 

図５－１１ 個体 1502 における 2015 年 6 月の測位地点とコアエリア 
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図５－１２ 個体 1502 における 2015 年 7 月の測位地点とコアエリア 

 

図５－１３ 個体 1502 における 2015 年 8 月の測位地点とコアエリア 
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図５－１４ 個体 1502 における 2015 年 9 月の測位地点とコアエリア 

 

図５－１５ 個体 1502 における 2015 年 10 月の測位地点とコアエリア 
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図５－１６ 個体 1502 における 2015 年 11 月の測位地点とコアエリア 
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・個体 1503 

全期間を通じて湿原の利用が少ない傾向であった（図５－１７）。GPS 首輪を装着した直

後より捕獲地点から北東に位置する林内へ移動した（図５－１８）。7 月にも湿原の利用が

多少みられたが、ほとんどの期間を林内で過ごしていた（図５－１９）。8 月と 9 月には湿

原の利用は確認できなかった（図５－２０、図５－２１）。 

 

 

図５－１７ 個体 1503 における尾瀬ヶ原での環境利用割合 
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図５－１８ 個体 1503 における 2015 年 6 月の測位地点 

 

図５－１９ 個体 1503 における 2015 年 7 月の測位地点とコアエリア 
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図５－２０ 個体 1503 における 2015 年 8 月の測位地点とコアエリア 

 

図５－２１ 個体 1503 における 2015 年 9 月の測位地点とコアエリア 
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・個体 1507 

 全期間を通じて湿原の利用は確認されなかった（図５－２２）。GPS 首輪を装着した直後

より捕獲地点から北東に位置する林内へ移動した（図５－２３）。7 月は捕獲地点付近を短

期間だけ利用したが、ほとんどを林内で過ごしていた（図５－２４）。8 月と 9 月は大きな

動きもなく林内で過ごしていた（図５－２５、図５－２６）。10 月も林内を中心に活動して

いるが、南側にもコアエリアが形成された（図５－２７）。 

 

 

図５－２２ 個体 1507 における尾瀬ヶ原での環境利用割合 
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図５－２３ 個体 1507 における 2015 年 6 月の測位地点 

 

図５－２４ 個体 1507 における 2015 年 7 月の測位地点とコアエリア 
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図５－２５ 個体 1507 における 2015 年 8 月の測位地点とコアエリア 

 

図５－２６ 個体 1507 における 2015 年 9 月の測位地点とコアエリア 
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図５－２７ 個体 1507 における 2015 年 10 月の測位地点とコアエリア 
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●尾瀬沼周辺 

・個体 1504 

8 月に湿原の利用が少し確認されたが、それ以外は林内を中心に利用していた（図５－２

８）。6 月から 10 月にかけては大きな動きもなく尾瀬沼ヒュッテの南東の林内を中心に生活

していた（図５－２６～図５－３３）。11月は 2つのコアエリアが形成された（図５－３４）。

12 月に入り間もなく季節移動を開始した（図５－３５）。 

 

 

 

図５－２８ 個体 1504 における尾瀬沼周辺での環境利利用割合 
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図５－２９ 個体 1504 における 2015 年 6 月の測位地点とコアエリア 

 

図５－３０ 個体 1504 における 2015 年 7 月の測位地点とコアエリア 
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図５－３１ 個体 1504 における 2015 年 8 月の測位地点とコアエリア 

 

図５－３２ 個体 1504 おける 2015 年 9 月の測位地点とコアエリア 
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図５－３３ 個体 1504 おける 2015 年 10 月の測位地点とコアエリア 

 

図５－３４ 個体 1504 おける 2015 年 11 月の測位地点とコアエリア 
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図５－３５ 個体 1504 おける 2015 年 12 月の測位地点 
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・個体 1505 

7 月に湿原の利用がわずかに確認されたが、ほとんどの期間を林内中心に過ごしていた

（図５－３６）。6 月は尾瀬沼山荘南側を中心に利用し、山荘北東の湿原を一時的に利用して

いた（図５－３７）。7 月にも林内のコアエリアは変動がみられなかったが、コアエリアよ

り西側に位置する湿原（大清水平）の利用が確認された（図５－３８）。8 月から 10 月にか

けては大きな変化はなく、尾瀬沼山荘南側を中心に生活していた（図５－３９～図５－４

１）。 

 

 

図５－３６ 個体 1505 における尾瀬沼周辺での環境利利用割合 
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図５－３７ 個体 1505 おける 2015 年 6 月の測位地点とコアエリア 

 

図５－３８ 個体 1505 おける 2015 年 7 月の測位地点とコアエリア 
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図５－３９ 個体 1505 おける 2015 年 8 月の測位地点とコアエリア 

 

図５－４０ 個体 1505 おける 2015 年 9 月の測位地点とコアエリア 



 

59 

 

図５－４１ 個体 1505 おける 2015 年 10 月の測位地点とコアエリア 
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・個体 1506 

 8 月から 11 月の期間で湿原を 10%から 20%程度利用していた（図５－４２）。GPS 首輪装

着直後である 6 月は尾瀬沼山荘南東の林内で過ごしていた（図５－４３）。7 月になると 6

月に過ごしていた場所より北西に大きく移動した（図５－４４）。また、移動の際は大江湿

原のシカ侵入防止柵を避けて北に周りながら移動している様子が伺えた。8 月から 11 月に

かけては浅見湿原を利用していた（図５－４５～図５－４８）。 

 

 

 

図５－４２ 個体 1506 における尾瀬沼周辺での環境利利用割合 
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図５－４３ 個体 1506 おける 2015 年 6 月の測位地点とコアエリア 

 

図５－４４ 個体 1506 おける 2015 年 7 月の測位地点とコアエリア 
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図５－４５ 個体 1506 おける 2015 年 8 月の測位地点とコアエリア 

 

図５－４６ 個体 1506 おける 2015 年 9 月の測位地点とコアエリア 
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図５－４７ 個体 1506 おける 2015 年 10 月の測位地点とコアエリア 

 

図５－４８ 個体 1506 おける 2015 年 11 月の測位地点とコアエリア 
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（３）考察 

 尾瀬地域で GPS 首輪を装着した全個体の湿原利用割合を図５－４９に示す。湿原の利用

割合は 0%から 70%と時期と個体により大きな差があることが分かった。また、湿原を利用

している個体についてはいずれも 8 月に湿原利用割合が比較的高い値を示し、9 月と 10 月

で一度低くなり、11 月に再び上昇することが明らかとなった。 

ライトセンサスの調査結果ではシカの湿原利用のピークは 5 月から 6 月とされており、

GPS 首輪の結果とは一致しないことも明らかとなった。これは植物のヨシが成長すること

でシカの発見率が低下していることや、5 月から 6 月は GPS 首輪装着のために捕獲された

ことで湿原周辺を忌避している可能性も考えられる。さらなる湿原利用状況の解明のため

に、同一個体における複数年の湿原利用状況の把握が望まれる。 

 

 

図５－４９ 尾瀬地域を利用する 6 個体の湿原利用割合 
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２．２ 日中と夜間の環境利用状況 

（１）方法 

●対象個体 

尾瀬地域で GPS 首輪を装着した個体 1501・個体 1502・個体 1503・個体 1504・個体 1505・

個体 1506・個体 1507 の 7 個体で、各月の日中夜間別の環境利用割合・測位地点・コアエリ

アを求めた。また、GPS 首輪のシステムエラーがみられた個体 1504 においては各月の日中

夜間別の測位地点のみを求めた。 

 

●日中と夜間の湿原利用算出 

日中と夜間の区別に当たっては福島県檜枝岐村の日の出日の入り時刻を参考にし、日中

は日の出から日の入りまでの時間を、夜間は日の入りから日の出までの時間を用いた。湿

原利用割合は、日中及び夜間別の湿原上での測位地点数を各月の全測位地点数で割ること

で表した。 
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（２）結果 

●尾瀬ヶ原周辺 

・個体 1501 

湿原の利用割合は 8 月を除き夜間で高かった（図５－５０）。5 月は測位地点数が少ない

が、夜間に湿原を利用しており、日中においては林内を中心にコアエリアが形成された（図

５－５１）。6 月のコアエリアは東電小屋を挟み西と東でみられ、夜間は湿原を中心に、日

中は林内を中心に利用していた（図５－５２）。7 月および 8 月においては日中および夜間

ともに湿原を多く利用していたが、日中に利用している湿原は夜間よりも北側で歩道との

距離が遠い位置に寄っている様子が伺えた（図５－５３～図５－５４）。9 月から 11 月にか

けては夜間のコアエリアは湿原に、日中のコアエリアは林内に集中していた（図５－５５

～図５－５７）。 

 

 

図５－５０ 個体 1501 における日中夜間別の湿原利用割合 
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図５－５１ 個体 1501 の 2015 年 5 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 

 

図５－５２ 個体 1501 の 2015 年 6 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 
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図５－５３ 個体 1501 の 2015 年 7 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 

 

図５－５４ 個体 1501 の 2015 年 8 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 
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図５－５５ 個体 1501 の 2015 年 9 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 

 

図５－５６ 個体 1501 の 2015 年 10 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 
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図５－５７ 個体 1501 の 2015 年 11 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 
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・個体 1502 

 湿原利用割合はいずれの月も夜間で高い傾向がみられた（図５－５８）。5 月は測位地点

数が少ないが湿原の利用は夜間のみであった（図５－５９）。6 月および 7 月のコアエリア

は日中で林縁に、夜間では林縁と湿原で確認された（図５－６０、図５－６１）。8 月の日

中におけるコアエリアは湿原を挟んで東西の林内に形成され、夜間のコアエリアは湿原に

のみ形成された（図５－６２）。9 月および 10 月のコアエリアは日中夜間ともに林内を中心

に形成され、湿原の利用は主に夜間であった（図５－６３、図５－６４）。11 月になると再

び夜間のコアエリアに湿原が多く含まれ、日中は変わらず林内を中心に形成された（図５

－６５）。 

 

 

図５－５８ 個体 1502 における日中夜間別の湿原利用割合 
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図５－５９ 個体 1502 の 2015 年 5 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 

 

図５－６０ 個体 1502 の 2015 年 6 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 
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図５－６１ 個体 1502 の 2015 年 7 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 

 

図５－６２ 個体 1502 の 2015 年 8 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 
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図５－６３ 個体 1502 の 2015 年 9 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 

 

図５－６４ 個体 1502 の 2015 年 10 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 
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図５－６５ 個体 1502 の 2015 年 11 月における日中夜間別の測位地点とコアエリア 
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・個体 1503 

 湿原の利用がみられた 5 月から 6 月ではいずれの月も夜間で湿原利用割合が高かった（図

５－６６）。6 月および 7 月のコアエリアは日中で林内を中心に、夜間では林内と湿原を中

心に形成された（図５－６７～図５－６８）。8 月のコアエリアは日中夜間ともに林内に形

成され、湿原の利用は夜間にわずかに利用するのみだった（図５－６９）。9 月には大きく

移動したため、湿原周辺の測位地点は僅かであるが林内を利用していた（図５－７０）。 

 

 

図５－６６ 個体 1503 における日中夜間別の湿原利用割合 
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